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r MOTOR OFF［モターオフスイッチ］
  このスイッチを押すことにより、モーター制御回路が切断され、ターンテーブルの回転は自然に速度を落とし、静止します。ターンテーブルが回

転している状態でスイッチを押しますと、“SoF”（Servo off）とディスプレイに表示され、スイッチ上の LED が点灯し、モータ制御回路が切断
されます。もう一度押しますと、“Son” (Servo on) とディスプレイに表示され、スイッチ上の LED が消灯します。このとき、モーター制御回路
が接続されターンテーブルは回転をスタートします。

t QUARTZ［クォーツロックスイッチ］
  このスイッチを押すことにより、ターンテーブルの回転がピッチコントロールフェーダーの位置に関係なく 33rpm または 45rpm に正確にロックされ

ます。スイッチを押しますと、“qon” とディスプレイに表示され、スイッチ上の LED が点灯し、クォーツロック状態に設定されます。このとき、ピッ
チベンド機能もピッチｺﾝとロールフェーダーと同様に無効になります。もう一度スイッチを押しますと、“qoF” とディスプレイに表示され、スイッチ
上の LED が消灯し、クォーツロックが解除されます。

y STICK CONTROLLER［スティックコントローラー］
  このを左側に徐々に倒していくと、ターンテーブルの回転速度が上昇していきます。このとき、ディスプレイには “FAS” （FAST）と表示されます。

また、逆にスティックコントローラーを右側に徐々に倒していくと、ターンテーブルの回転速度が下降していきます。このとき、ディスプレイに
は “SLo” と表示されます。尚、この機能はクォーツロックが ON の状態でも有効となります。次に、スティックコントローラーを縦方向前方に
倒しますと、現在設定されている回転ピッチが㈪で設定した可変幅分だけ更にマイナスとなり、逆に手前方向に倒しますと、更にその分だけプラ
スされます。この機能により、直接ターンテーブルに触れずに回転ピッチを微調整することが可能です。

q フェーダーピッチレンジレンジ切替えスイッチ
  このスイッチを押すことにより、フェーダーのピッチ可変幅を ±3％、

±6％、±12％に設定することができます。ディスプレイを見ながら
スイッチを連続押し（約 1 秒以内のタイミングで）し、設定したい可
変幅を表示させ、止めてください。この段階で選択した可変幅に設定
され、ディスプレイはピッチ表示に戻ります。

e REVERSE［リバーススイッチ］
  このスイッチを押すことにより、ターンテーブルの回転を逆回転に設定することができます。正回転の状態で、スイッチを押しますと、“ron”（reverse 

on）とディスプレイに表示され、スイッチ上の LED が点灯し、ターンテーブルの回転は逆回転に設定されます。もう一度押しますと、“roF”（reverse 
off）とディスプレイに表示され、スイッチ上の LED は消灯し、逆回転設定が解除されます。なお、ディスプレイに表示されるピッチ表示の “±” は、現
在回転している方向が常に “+” 表示となります。

デジタルコントロール部の機能
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逆回転の際、ご使用になるレコード針によっては、出力音声に歪みを発生させる場合がありますのでご注意ください。
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設定したピッチ可変幅の数値と実際にディスプレイに表示される数値
は、フェーダーヴォリューム自体の電気的性能限界により、±0.9％以
内の誤差がありますが、ディスプレイに表示される数値はフェーダー
ヴォリュームの電機抵抗と同期していますので、フェーダーヴォリュー
ムの位置よりもディスプレイに表示される数値を目安にしてください。

ご 注 意

本体の電源をオンにしたときの初期設定は、33rpm でクォーツロック OFF の状態となります。
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ディスプレイの表示

ディスプレイの表示

スイッチを押すたびに上図の様に表示が切り替ります。

スイッチを押すたびに上図の様に表示が切り替ります。

現在設定され
ている可変面

これから設定
する可変面

w��BEND［ピッチベンドレンジ切替えスイッチ］
  このスイッチを押すことにより、ピッチベンドの可変幅を ±1％、±2％、±3％、±6％に設定することができます。スイッチを押しますと、ディ

スプレイの左側に点滅した数値、右側には点灯した数値が表示されます。左側ので点滅している数値は現在設定されている可変幅で、右側の数値
はこれから設定する可変幅を表しています。設定を切替えるには、スイッチを押しつづけ、設定したい可変幅を右側に表示させます。しばらくし
ますと、左側の点滅が点灯に切替わり、右側で設定した数値と同じ数値になります。この段階で選択した可変幅に設定され、ディスプレイはピッ
チ表示に戻ります。
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本機を 2 台接続することにより、シンクコントロールをすることができます。

q直径 3.5mm のモノラルフォンプラグ型ケーブルを用意して下さい。（一般の電気店、楽器店などで別途お買い求め下さい。）
w 本体リアパネルにある REMOTE IN 端子と、2 台目のリアパネルにある REMOTE OUT 端子を用意したケーブルで接

続します。
e 本体上面にある SYNC ON/OFF スイッチを ON に設定します。
r 前ページで説明をいたしましたデジタルコントロール部において、いずれかのスイッチを先に押したほうの本体がマス

ター機として設定され、もう一方はスレーブ機として設定されます。

t マスター機側のデジタルコントロール部の機能を操作すると、スレーブ機は自動的にマスター機と全く同じ動作をします。
y スレーブ機側の REMOTE OUT 端子と、さらに 3 台目の REMOTE IN 端子とをケーブルで接続しますと、この 3 台目

もスレーブ機として設定され、マスター機と全く同じ動作をします。
u このような方法で合計 4 台まで接続することができます。

シンクコントロールについて

マスター機 スレーヴ機1台目 スレーヴ機2台目

ø3.5 モノラルケーヴル ø3.5 モノラルケーヴル

REMOTE OUT REMOTE IN REMOTE OUT REMOTE IN

接続例
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故障かな？と思ったら

症　状 考えられる原因 処　置
電源が入らない。

電源を入れても音が出ない。

音量が小さい。

左右の音が逆になる。

演奏中にブーンという低い音
（ハム音またはパス音）が入る。

ランブルノイズや低周波ハウリ
ングが起こる。

針が飛んだり、横すべりする。

音が片方しか出ない。または全
くでない。

正常な音質が得られない。

演奏スピードが正しくない。

ターンテーブルが回転しない。

電源プラグがはずれている。

各機器の接続が間違っていませんか。

レコードプレイヤー本体の出力をアンプ／
オーディオミキサーのAUX INまたはLINE 
INに接続していませんか。

レコードプレイヤー本体に取りつけている
カートリッジに、MCタイプを使用していませ
んか。

各機器の接続が間違っていませんか。

接続コードの近くに蛍光灯などの電気機
具や電源コードがありませんか。
レコードプレイーヤー本体のアース線がは
ずれていませんか。
レコードプレイヤー本体の近くにスピーカー
がありませんか。

レコードプレイヤー本体が水平な場所に設
置されていない。
針圧が正しくない。
レコードが汚れているか傷がついている。

ヘッドシェルがトーンアームに確実に取りつ
けられていない。
ヘッドシェル内のカートリッジリード線がはず
れている。
針先にゴミがたまっているか消耗していま
せんか。

回転数の設定が誤っていませんか。

電源プラグがはずれている。

確実に電源プラグを差し込む。

正しく接続する。

アンプ/オーディオミキサーのPHONO IN
に接続し直す。

カートリッジをMMタイプへ交換する。（MC
タイプを使用する場合はヘッドアンプが必
要です。）

正しく接続する。

蛍光灯または他の機器の電源コードをでき
るだけ離してみる。

アース線をGND端子に接続する。

スピーカーをプレイヤー本体から離す。

水平な場所に設置する。

正しい針圧に設置する。
レコードをクリーニングするか他のレコードと
交換する。
確実に取りつける。

確実に接続する。

針先のゴミを専用のクリーニングブラシで
取り除くか、針先を新品と交換する。

レコードに記載されている回転数に合わせ
る。
確実に電源プラグを差し込む。

本機の調子がおかしいとき、修理に出される前にもう一度点検してください。
それでも正常に動作しないときは、お買い上げになった販売店にご相談ください。
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保証、アフターサービスについて

保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」等の
記入をお確かめのうえ、販売店から受取って
いただき内容をよくお読みの後、大切に保管
してください。

保証とアフターサービス （必ずお読みください）

保証書（別添）保証書（別添）

保　証　期　間
お買い上げの日から1年です。

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切
り8年です。

この期間は通産省の指導によるものです。

性能部品とは、その製品の機能を維持する為
に必要な部品です。

補修用性能部品の最低保有期間補修用性能部品の最低保有期間

ご不明な点や修理に関するご相談はご不明な点や修理に関するご相談は

修理を依頼されるときは修理を依頼されるときは

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

異常のあるときは、使用を中止し、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

修理に際しましては保証書をご提示ください。　
保証書の規定に従って修理させていただきます。

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させていただきます。
見積りの必要な場合はあらかじめお伝えください。　　　　　　　　　　

（保証期間中であっても、内容により有償となる場合があります。）

保　証　期　間　中　は

保証期間が過ぎているときは

便利メモ
お買い上げの日

お買い上げ店名
（　　　）　　　ー



14

主 な 仕 様

MOTOR

STARTING UP TIME

STARTING TORQUE

BRAKING SYSTEM

RAMBLE（ S/N RATIO ）

SPEED

PITCH

WOW & FLUTTER

TYPE

EFFECTIVE LENGTH

TRACKING ERROR

STYLUS PRESSURE

LIGHT（ OPTIONAL )

SPEED LOCK

REMOTE

DIMENSION

WEIGHT

POWER

TURNTABLE

ARM

DIRECT DRIVE QUARTZ

0.5sec（ 33 1/2 rpm ） 70°

1.6kg cm

ELECTRONIC BRAKE

78dB（ IEC 98 WTD ）

33 1/2 rpm, 45rpm

±10%（ DETOUCHABLE 100mm FADER ）

0.03% W.R.M.S.

ANTI SKIPPING TONE-ARM SYSTEM. TRACING

HOLD BALANCE SYSTEM

230mm ±1mm

+2°32’～+0°32’

ADJUSTMENT RANGE 0～7.0g

DETOUCHABLE MINI LIGHT DC12volt 100mA

QUARZ LOCK

MOMENTARY START（ MINI JACK ）

（ W ）450mm X（ H ）150mm X（ D ）370mm

9.5kg

AC100V
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